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CeB６のII相は反強四重極秩序相であり，I-II相境界TQが磁場引加とともに増大するという

奇妙なふるまいを示す．ここでは,八重極相互作用が重要な役割を担っていることがわかっ

ている．またCeB６の圧力効果は 1.2GPaまでの報告によると ｄTQ/ｄP>0，ｄTN/dP<0， 

dHC
 III-II/dP<0 であり｜TN/dP|<|HC

III-II/dP |という異常を示す．我々はCeB６の異常な圧力効果

の起源を説明するために|ｄTN/ｄP|：|ｄTQ/ｄP|：|ｄToct/ｄP|=2：1：2 と仮定し，４部分

格子モデルで分子場計算をおこなった結果，|TN/dP|<|HC
III-II/dP|を再現することができた．

圧力下での磁化曲線の計算結果を図１に示す．圧力増大と共にHC
III-IIは下がり，HC

III-II/2 付

近の肩が顕著になるという特徴的なふるまいが得られた．図１の挿入図はCeB６の圧力下での

磁化曲線の実験結果であるが，計算で得られた特徴的なふるまいが実験でよく再現されてい

ることがわかる． 

Ce の La 希釈系における IV 相について，倉本らは八重極秩序相を提案している．さらに，

共鳴 X 線散乱の実験の結果も，IV 相が八重極秩序相であることを支持している．我々は IV

相の圧力効果を調べるために圧力下電気抵抗を測定した．その結果得られた 0.6GPa 下での

磁気相図は図２のようになった．III 相は非常に低い圧力で抑制され，IV 相が III 相領域ま

で広がり，基底状態が IV 相になることがわかった． 
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